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毎月10日と25日発行

平成17年２月10日発行人にやさしい愛のまち　　　ＮＡＫＡＭＡ　ＣＩＴＹ

郊外や住宅街の片隅に捨てられ、ひっそりと朽ち果てている自動車を見かけること
があります。中間市内でも昨年１年間で、数十台の放置自動車が確認されています。
多くの部品の集合体である自動車は、再利用可能な資源のかたまりであり、一方で

所有者が管理を放棄して放置したままでいると、自然の破壊にもつながります。

地球環境を大切にするためにも リサイクルにご協力ください
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リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る

自
動
車
は
ど
の
よ
う
な
車
で
す
か

次
の
も
の
を
除
い
て
、
す
べ
て

の
自
動
車
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
被
け
ん
引
車
（
ト
レ
ー
ラ
ー
）

〇
二
輪
車

〇
大
型
特
殊
自
動
車
（
０
ナ
ン
バ

ー
、
９
ナ
ン
バ
ー
）

〇
小
型
特
殊
自
動
車

〇
そ
の
他
（
農
業
機
械
、
林
業
機

械
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
公
道

を
走
ら
な
い
レ
ー
ス
用
自
動
車
、

自
衛
隊
の
装
甲
車
、
公
道
を
走

ら
な
い
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
試
験
・
研
究
用
自
動
車
、
ホ

イ
ー
ル
式
高
所
作
業
車
、
無
人

搬
送
車
、
走
行
台
車
、
構
内
け

ん
引
車
、
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
、

非
屈
折
式
ロ
ー
ド
ヒ
ー
タ
、
重

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
吹
付
機
、
ゴ
ル
フ
カ
ー
、

遊
戯
用
自
動
車
）

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
か

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
、
エ
ア

バ
ッ
グ
類
、
フ
ロ
ン
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
や
適
正
処
理
に
必
要
な
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
ク
ル
マ
１
台
に
つ

き
原
則
１
回
限
り
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
と
、
福
岡
県
に
登
録
さ

れ
て
い
る
引
取
業
者
に
、
使
用
済

自
動
車
を
引
き
渡
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
い
つ
払
え
ば

よ
い
の
で
す
か

２
０
０
５
年
１
月
１
日
以
降
に

新
た
に
販
売
さ
れ
る
新
車
は
、
新

車
購
入
時
に
。

２
０
０
４
年
12
月
31
日
ま
で
に

販
売
さ
れ
た
車
両
の
う
ち
、
車
検

等
※
を
受
け
る
場
合
は
最
初
の
車

検
等
時
に
、
車
検
等
を
受
け
ず
に

廃
車
す
る
場
合
は
引
取
業
者
に
引

き
渡
す
と
き
に
、
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

※
車
検
等
と
は
、
継
続
検
査
、
構
造
等

変
更
検
査
、
中
古
新
規
登
録
・
検
査
の

こ
と
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
わ
な
い
と

何
か
罰
則
は
あ
る
の
で
す
か

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
預
託
を
し

て
い
た
だ
か
な
い
と
、
車
検
証
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
公
道
を
走
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

自動車リサイクル法が必要なわけは？

自動車リサイクル法の仕組み

廃棄物の最終処分場が
残り少ないため

シュレッダーダストを
減らすことが必要

不法投棄
不適正処理の防止

新たな環境課題
への対応
オゾン層の破壊
地球温暖化など

※シュレッダーダストとは、自
動車を解体・破砕処理した後
に残るごみのことです。

カーエアコンのフロン類
エアバッグ類への対応
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現
在
使
用
中
の
自
動
車
を
未
預

託
の
ま
ま
廃
車
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

自
分
の
自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の

確
認
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か

〇
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.jars.g

r.jp
/

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た

は
お
近
く
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
整
備

事
業
者
（
一
部
の
事
業
者
で
は
対

応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
有
限
責
任
中
間
法
人
自
動
車
再

資
源
化
協
力
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.ja
rp
.o
rg
/

に
も
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
え
ば
タ
イ

ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
パ
ー
ツ

も
含
め
、
す
べ
て
廃
車
処
理
し
て

く
れ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
す
か

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
、
エ
ア
バ
ッ
グ
類
、

フ
ロ
ン
類
の
３
品
目
の
み
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
れ
以
外
に
関
し

て
は
、
別
途
手
数
料
や
費
用
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
引
取
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
古
車
と
し
て
売
却
し
所
有
者
が
変

更
に
な
る
と
、
そ
の
都
度
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
が
返
還
さ
れ
る
の
で
す
か

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
預
託
済
み
の

中
古
車
を
売
る
場
合
は
、
新
所
有

者
か
ら
車
両
価
値
金
額
に
加
え
て

預
託
金
相
当
額
※
の
支
払
い
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
預
託
金
相
当
額
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
の
中
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
料
金
、

エ
ア
バ
ッ
グ
類
料
金
、
フ
ロ
ン
類
料
金
、

情
報
管
理
料
金
の
合
計
に
相
当
す
る
額
で

す
（
資
金
管
理
料
金
は
含
み
ま
せ
ん
）。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
支
払
わ
れ
て

い
な
い
車
を
廃
車
に
す
る
場
合
、

カ
ー
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
て
ガ
ス
が

抜
け
て
い
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か

事
故
な
ど
に
よ
り
、
カ
ー
エ
ア

コ
ン
が
壊
れ
た
場
合
で
も
、
カ
ー

エ
ア
コ
ン
の
配
管
や
ゴ
ム
ホ
ー
ス

に
裂
傷
や
穴
開
き
が
な
く
、
コ
ン

デ
ン
サ
ー
が
破
損
し
て
い
な
い
場

合
に
は
、
確
実
に
フ
ロ
ン
ガ
ス
が

抜
け
て
い
る
と
い
う
保
証
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
必
要
で
す
。

事
故
で
エ
ア
バ
ッ
グ
が
作
動
済
み

の
場
合
で
も
、
そ
の
分
の
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
か

ま
た
、
車
が
盗
難
さ
れ
た
場
合
、

預
託
済
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は

返
却
さ
れ
る
の
で
す
か

エ
ア
バ
ッ
グ
に
関
し
て
は
、
す

べ
て
の
エ
ア
バ
ッ
グ
が
展
開
し
て

い
る
場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
一
つ
で

も
展
開
し
て
い
な
い
エ
ア
バ
ッ
グ

が
あ
る
場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
が
必
要
で
す
。

盗
難
、
事
故
の
場
合
で
あ
っ
て

も
預
託
済
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
関
す
る
こ
と
■

●
経
済
産
業
省

製
造
産
業
局
自
動
車
課

1
０
３
（
３
５
０
１
）
１
６
９
０
　
　
5
０
３
（
３
５
０
１
）
６
６
９
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.m
e
ti.g
o
.jp
/p
o
lic
y/a
u
to
m
o
b
ile
/in
d
e
x
.h
tm
l

●
環
境
省

大
臣
官
房
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
企
画
課
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
室

1
０
３
（
３
５
８
１
）
３
３
５
１
内
線
６
８
２
８
　
　
5
０
３
（
３
５
９
３
）
８
２
６
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh
ttp
://w
w
w
.e
n
v.g
o
.jp
/re
c
yc
le
/c
a
r/in
d
e
x
.h
tm
l

■【
中
間
市
内
】
引
取
・
回
収
業
者
の
自
治
体
登
録
・
許
可
に
関
す
る
こ
と
■

●
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
環
境
課
1（
２
０
１
）
４
１
９
０

■
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
■

●
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
事
業
者
情
報
登
録
セ
ン
タ
ー
1
０
３
（
５
６
７
３
）
７
４
０
３

■
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
統
合
的
な
窓
口
■

●
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
1
０
３
（
５
６
７
３
）
７
３
９
６

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
各
種
お
問
い
合
わ
せ
は
…

リサイクル料金の内訳

リサイクル料金の水準（3品目合計）
リサイクル料金は、シュレッダーダスト、エアバッ

グ類のリサイクル、カーエアコンのフロン類の破壊に
必要な費用として自動車メーカー・輸入業者が設定す
るものです。
シュレッダーダストの発生量、エアバッグ類の個数

などは自動車ごとに異なるため、リサイクル料金は各
自動車メーカーごとや個々の自動車ごとに異なります。
国内自動車メーカーが設定・公表しているリサイク

ル料金の水準はおおむね次のとおりです。
詳細は各自動車メーカーなどのホームページを参照

してください。

３
品
目

シュレッダーダスト料金

エアバッグ類料金

フ ロ ン 類 料 金

資金管理
料　　金

380円（新車購入時）
480円（車検時または廃車時）

情報管理料金 130円

中・大型トラック
（平ボディー、エアバッグ類2個、エアコンあり）

1万円～1万6千円程度

普通乗用車
（エアバッグ類4個、エアコンあり）

1万円～1万8千円程度

軽・小型乗用車
（エアバッグ類4個、エアコンあり）

7千円～1万6千円程度

大型路線・観光バス
（エアバッグ類2個、エアコンあり）

4万円～6万5千円程度

※支払いは、上記料金に資金管理料金（380円または480円）と情報管
理料金（130円）を加えた額です。
◎リサイクル料金を支払うと、それを証明するためにリサイクル券が
発行されます。券は、車検時・廃車時に必要となりますので、車検
証と共に大切に保管してください。
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申告相談日時・場所

※
次
の
日
は
、
中
間
市
役
所
で
の
申
告
相
談
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
直
接
、
若
松
税
務
署
確
定
申
告
特
設
会
場
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
２
月
23
日（
水
）・
３
月
２
日（
水
）・
３
月
９
日（
水
）

譲渡所得関係

所 得 税

●受付時間 〇午前９時～11時 〇午後１時～４時
●受付場所　市役所３階・第２、３会議室

2月 16日（水）・17日（木）・18日（金）・21日（月）・22日（火）
24日（木）・25日（金）・28日（月）

3月 １日（火）・３日（木）・４日（金）・７日（月）・８日（火）
10日（木）・11日（金）・14日（月）・15日（火）

2月 17日（木）・３月４日（金）

月　　　日区　　分

■
確
定
申
告
の
必
要
な
人

●
事
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

●
地
代
や
家
賃
収
入
の
あ
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

●
平
成
16
年
中
に
会
社
な
ど
を
退

職
し
た
人

■
給
与
所
得
者
で

確
定
申
告
の
必
要
な
人

●
給
与
収
入
が
２
、０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

●
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
人

●
給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

※
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

給
与
所
得
者
で
も
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
人
や
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
で
、
所
得
税
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
、
税
金
の
還
付
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
をを
使使
っっ
てて

電電
子子
申申
告告
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた

今
年
の
確
定
申
告
か
ら
、
自
宅
な

ど
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
行
う
電
子
申
告
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

電
子
申
告
を
行
う
た
め
に
は
、
前

も
っ
て
電
子
証
明
書
を
取
得
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

電
子
証
明
書
と
は
、
お
手
持
ち
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
本
人
確
認

情
報（
住
所
や
氏
名
な
ど
）を
登
録
し
、
そ
の
情
報
を
利
用
し
て
申
請
先
が

申
請
者
の
本
人
確
認
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
電
子
証
明
書
お
よ
び
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
市
民
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

〇
電
子
申
告
を
行
う
に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
（
カ
ー
ド
内

の
情
報
を
読
み
取
る
機
械
）
も
必
要
に
な
り
ま
す

〇
こ
の
業
務
は
東
部
出
張
所
で
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん

■
電
子
証
明
書
と
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
に
つ
い
て
の
問
合
先

中
間
市
市
民
課
1（
２
４
６
）
６
２
３
９

■
電
子
申
告
に
つ
い
て
の
問
合
先

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

ま
た
は
若
松
税
務
署
1（
７
６
１
）
２
５
３
６

2/16
～3/15
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■
税
の
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
市
民
税
係
1（
２
４
６
）６
２
３
８

若若
松松
税税
務務
署署
のの

確確
定定
申申
告告
会会
場場
がが
変変
わわ
りり
まま
しし
たた

平
成
16
年
分
の
所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
ベ
イ
サ
イ

ド
プ
ラ
ザ
若
松
３
階
特
設
会
場「
確
定
申
告
相
談
会
場
」で
受
け
付
け
ま
す
。

■
場
　
　
所

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
若
松
３
階
（
サ
ン
リ
ブ
若
松
隣
り
）

■
開
設
時
期

３
月
18
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月
20
日
お
よ
び

２
月
27
日
の
日
曜
日
は
申
告
相
談
な
ど
の
業
務
に
限
っ
て
開
設
し
ま
す
）

※
平
成
16
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
３
月
15
日（
火
）

で
す
。

■
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
若
松
税
務
署
内
に
は
、
確
定
申
告
の
会
場
は
準
備
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
問

合

先

若
松
税
務
署
代
表
1（
７
６
１
）
２
５
３
６

〇
所
得
税
…
個
人
課
税
第
一
部
門
1（
７
６
１
）
２
５
３
７

〇
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
…
個
人
課
税
第
三
部
門
1（
７
６
１
）
２
５
３
９

若松中央
　小学校

若松税務署

国道199号線 若
松
駅JR筑豊本線

至戸畑【若戸大橋】

若
松
市
民
会
館

サ
ン
リ
ブ
若
松

ベイサイドプラザ若松

確定申告
相談会場（3階）

※若松駅で下車し、相談会場まで、徒歩５分です。
※駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

■
申
告
の
必
要
な
人

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
平

成
16
年
中
に
次
に
該
当
す
る
人
は
、

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
商
業
、
農
業
、
医
業
、
製
造
業

な
ど
を
営
ん
で
い
た
人

●
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
利
子
な

ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

●
土
地
や
建
物
を
売
却
し
、
譲
渡

所
得
の
あ
っ
た
人

●
給
与
所
得
者
で
も
、
日
給
な
ど

で
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
人

●
平
成
16
年
中
に
会
社
な
ど
を
退

職
し
た
人

●
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員

次
に
該
当
す
る
人
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

●
給
与
所
得
だ
け
で
、
給
与
支
払

者
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市

役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

市
県
民
税

※申告用紙は、市役所税務課と東部出張所に備えています。

※市県民税の申告書は昨年申告書を提出した人を参考にして郵送しています。

申告する人は、扶養状況などを必ず記入のうえ、３月15日（火）までに申告

してください。記入は同封の「平成17年度市・県民税、国民健康保険税の

申告について」をお読みください。

申告は、必ず本人か申告内容をよくわかる人が申告に来てください。また、

郵送でも結構です。なお、市県民税の申告書に限り東部出張所でも受け付

けますが、内容などは市役所税務課におたずねください。

平成17年度課税分の
個人住民税の主な改正点個人住民税の主な改正点
①市民税の均等割
平成16年度までは、市民税均等割の納税義務を負う

夫と生計を一にする妻には均等割が課税されませんで
したが、平成17年度から所得金額が一定金額を超えた
場合に均等割が課税されます。
ただし、平成17年度分については均等割の税率を２

分の１に軽減し年額2,000円（市民税1,500円＋県民税
500円）、平成18年度以降は年額4,000円（市民税3,000
円＋県民税1,000円）が課税されることになります。
②配偶者特別控除が一部廃止
平成17年度の申告より、配偶者控除と配偶者特別控

除を併せて受けることはできません。
また、申告者の所得が1,000万円を超える場合は、配

偶者特別控除を受けることはできません。

配偶者控除と配偶者特別控除の関係

配偶者の合計所得金額

0円～380,000円
380,001円～449,999円
450,000円～499,999円
500,000円～549,999円
550,000円～599,999円
600,000円～649,999円
650,000円～699,999円
700,000円～749,999円
750,000円～759,999円
760,000円～

配偶者
控除額

配偶者
特別控除額

33万円
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

‐
33万円
31万円
26万円
21万円
16万円
11万円
６万円
３万円
０円



「
人
権
を
守
ろ
う
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
街
の
随
所
で
目
に
し

ま
す
。
学
校
で
も
、
道
徳
や
学
活

の
時
間
で
学
習
し
ま
す
。
し
か
し
、

僕
た
ち
中
学
生
の
側
か
ら
本
音
を

言
う
と
す
る
な
ら
「
実
際
に
は
ど

う
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
」
ー
ー
。

そ
こ
が
漠
然
と
し
て
い
て
、
で
き

る
な
ら
、
こ
の
言
葉
か
ら
少
し
距

離
を
置
い
て
お
き
た
い
と
思
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

最
近
は
フ
ツ
ウ
の
子
が
事
件
の

中
心
に
い
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
を

賑
わ
せ
て
い
ま
す
。「
あ
の
子
が

な
ぜ
」
と
い
う
形
で
報
道
さ
れ
た

後
か
ら
、
そ
の
フ
ツ
ウ
の
子
は
特

殊
な
子
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
殺
人
に
至
る
ケ
ー
ス
は
稀ま

れ

な
の
で
し
ょ
う
が
、
い
じ
め
や
差

別
は
ご
く
身
近
に
存
在
し
ま
す
。

現
に
僕
の
ク
ラ
ス
に
も
。
自
分

の
気
持
ち
が
上
手
く
表
現
で
き
な

い
友
人
を
、
大
勢
で
か
ら
か
っ
た

り
、
ウ
ソ
を
伝
え
て
困
ら
せ
た
り

す
る
悲
し
い
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
皆
で
話
し
合
い
を
す
る
な
か

で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
考
え
を
も

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
僕
は
、
い
じ
め
や
差
別
は
人

の
弱
み
に
付
け
込
む
こ
と
か
ら
生

ま
れ
る
の
だ
と
考
え
ま
し
た
。

相
手
を
敬
う
気
持
ち
、
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
な
い
こ
と
が
元
凶

な
の
で
す
。

僕
は
剣
道
を
し
て
い
ま
す
。
剣

道
は
相
手
の
弱
点
を
攻
め
て
勝
つ

競
技
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
な
ら
ば
、
弱
点
を

表
に
見
せ
な
い
剣
道
を
す
る
人
と

対
戦
し
た
ら
、
確
実
に
負
け
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
弱
点
を
攻

め
て
勝
っ
て
も
、
嬉う

れ

し
く
は
な
い

し
、
自
分
へ
の
自
信
も
生
ま
れ
ま

せ
ん
。
僕
は
、
ど
ん
な
相
手
に
も

自
分
の
得
意
な
技
で
勝
負
し
ま
す
。

互
い
の
得
意
な
技
同
士
を
正
々

堂
々
と
ぶ
つ
け
合
う
の
が
僕
の
剣

道
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
真
剣
な
ぶ

つ
か
り
合
い
で
得
た
勝
利
に
は
最

高
の
喜
び
が
あ
り
、
自
信
も
持
て

ま
す
。
負
け
た
と
し
て
も
、
も
っ

と
上
手
く
な
ろ
う
と
い
う
向
上
心

が
生
ま
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
に
映
る
も
の

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

「人の弱みを攻めない
剣の道、人の道」
元嶋　克宏さん

（中間東中学校３年）

人権作文から

6

こ
の
こ
と
は
、
人
間
の
生
き
方

に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
間
が
向
き
あ
っ
て

生
活
し
て
い
く
と
き
に
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
弱
み

に
つ
け
込
む
の
で
は
な
く
、
相
手

の
良
い
と
こ
ろ
を
尊
敬
し
、
認
め

合
う
こ
と
、
こ
れ
が
、
い
じ
め
や
差

別
を
な
く
す
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

剣
道
の
稽
古
で
、
よ
く
師
範
が

言
わ
れ
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
打
っ
て
反
省
、
打
た
れ
て
感

謝
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
前
者
は
、

今
、
自
分
の
打
っ
た
技
は
本
当
に

正
々
堂
々
と
打
っ
た
も
の
か
。
相

手
を
欺
い
て
打
っ
た
技
で
は
な
か

っ
た
か
と
反
省
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
後
者
は
、
今
、

打
た
れ
た
の
は
自
分
に
隙す

き

が
あ

り
、
相
手
は
そ
こ
を
打
っ
て
、
自

分
の
隙
を
教
え
て
く
れ
た
の
だ
、

相
手
を
恨
む
の
で
は
な
く
逆
に
教

え
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
せ
よ
と

い
う
意
味
で
す
。

こ
の
言
葉
は
相
手
を
敬
う
気
持

ち
、
相
手
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
人
の
弱
み
に
つ
け
込
ま
ず
、

相
手
を
尊
敬
し
、
人
格
を
認
め
あ

う
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
す
る
剣

道
は
、
人
間
の
生
き
方
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

僕
は
剣
道
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
を
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
自

分
に
言
い
き
か
せ
、
ま
た
周
り
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
中
で
、
自
分
と
気
の

合
わ
な
い
友
だ
ち
が
何
か
脚
光
を

浴
び
る
こ
と
を
し
た
と
き
、
つ
い

そ
れ
を
素
直
に
喜
べ
な
い
自
分
が

い
ま
す
。
そ
し
て
、
素
晴
ら
し
さ

を
認
め
ず
、
称
賛
の
言
葉
に
も
ト

ゲ
が
…
…
。
そ
う
い
う
と
き
に
こ

そ
、「
打
っ
て
反
省
、
打
た
れ
て

感
謝
」
の
言
葉
を
生
か
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

逆
の
立
場
か
ら
言
え
ば
相
手
も
、

自
分
の
し
た
こ
と
を
他
の
だ
れ
か

に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
は
、
と
て

も
気
分
の
い
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
互
い
を
認
め
あ
う
こ
と
か
ら
、

お
互
い
を
敬
う
こ
と
へ
進
ん
で
い

け
ば
、
き
っ
と
人
権
は
守
ら
れ
る

は
ず
で
す
。

僕
の
ク
ラ
ス
に
は
、
学
校
に
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
友
人
が
何
人

か
い
ま
す
。
僕
が
、
人
権
を
守
る

と
い
う
こ
と
に
向
か
っ
て
、
ま
ず
、

具
体
的
に
行
動
で
き
る
こ
と
は
、

僕
の
隣
の
席
の
友
だ
ち
の
表
情
を
、

声
の
元
気
さ
を
確
か
め
る
こ
と
で

す
。
そ
の
行
動
を
ク
ラ
ス
の
中
に

ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
隣
の
席
に
い
る
友
だ
ち
を

気
づ
か
う
雰
囲
気
は
、
学
校
に
行

っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
勇
気
を
生

む
は
ず
で
す
。

日
々
鍛
錬
ー
ー
剣
の
道
も
、
人

の
道
も
。
僕
の
考
え
を
す
べ
て
の

人
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
行
動
力
を
つ
け
、

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
、
弱
み
を
責
め
ら
れ

辛
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
の
な
ら
、
黙
っ
て
見
過

ご
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
僕

の
剣
道
を
社
会
に
役
立
つ
も
の
に

し
た
い
。
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
うそ

の
一
言
が心

の
輪

中
間
小
６
年
　
　
竹
内
み
の
り

ひ
と
と
ひ
と

ふ
れ
あ
う
気
持
ち大

切
に

中
間
西
小
６
年
　
白
川

早
織

人 権 標 語
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●
対
象
児

平
成
16
年
10
月
10
日
か

ら
平
成
16
年
11
月
９
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

３
月
９
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診
察
・

育
児
相
談
・
母
乳
と
ミ
ル
ク
の
話

●
対
象
児

平
成
16
年
６
月
27
日
か

ら
平
成
16
年
７
月
23
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

２
月
23
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
育
児
相
談
・
離
乳
食
相

談
・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
15
年
８
月
３
日
か

ら
平
成
15
年
９
月
２
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

３
月
２
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容
　
問
診
・
身
体
計
測
・
診

察
・
歯
科
健
診
・
育
児
相
談
・
言

語
、
心
理
発
達
相
談
・
栄
養
相
談

・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
14
年
２
月
17
日
か

ら
平
成
14
年
３
月
16
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

３
月
16
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

尿
検
査
・
問
診
・
フ
ォ
ト

ス
ク
リ
ナ
ー
検
査（
目
の
写
真
）・
身

体
計
測
・
診
察
・
歯
科
健
診
・
育

児
相
談
・
言
語
、
心
理
発
達
相
談
・

栄
養
相
談
・
歯
科
指
導

●
日
　
時

〇
２
月
24
日（
木
）・
午
後
２
時
〜
４
時

〇
３
月
８
日（
火
）・
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
妊
娠
届
出
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
（
40

歳
以
上
は
健
康
手
帳
が
必
要
で
す
）

●
内
　
容

血
圧
測
定
・
健
康
相
談

※
尿
検
査
、
体
内
脂
肪
率
測
定
、
み

そ
汁
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
。

保
健
ガ
イ
ド

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

母
子
健
康
手
帳
交
付

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

７
ヵ
月
児
健
診

４
ヵ
月
児
健
診

健
康
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

だ

よ

り

わ
が
国
で
は
、
人
口
の
高
齢
化

に
伴
い
、
が
ん
で
死
亡
す
る
人
は

こ
れ
か
ら
も
増
え
つ
づ
け
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
３
年
に
お
い
て
、
が
ん

で
死
亡
し
た
人
の
数
は
約
30
万
９

千
人
で
、
全
死
亡
の
30
％
を
占
め

死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
は
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
は
47
万
４
千
人
に
達
す
る

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
が
ん
検
診
は
有
効
な
方
法
■

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
予
防
す
る

有
効
な
方
法
は
、
が
ん
検
診
に
よ

っ
て
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
、
早

期
に
治
療
す
る
こ
と
で
す
。

検
診
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
が

ん
の
多
く
は
、
早
期
が
ん
か
、
も

し
く
は
そ
れ
に
近
い
が
ん
で
す
。

こ
の
た
め
、
治
療
に
よ
っ
て
高

率
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、
検
診
で
発
見
さ
れ

た
が
ん
の
う
ち
早
期
が
ん
の
割
合

は
、
子
宮
頚
部
が
ん
71
％
、
乳
が

ん
58
％
、
胃
が
ん
61
％
、
大
腸
が

ん
58
％
で
あ
り
、
肺
が
ん
の
34
％

を
除
く
と
、
早
期
が
ん
が
50
％
を

占
め
て
い
ま
す
（
日
本
対
が
ん
協

会
デ
ー
タ
）。

ま
ず
大
切
な
の
は
、
自
分
を
知

る
こ
と
！
年
に
１
回
は
身
体
の
総

点
検
が
必
要
で
す
。
４
月
、
６
月
、

９
月
、
11
月
に
あ
る
集
団
健
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
な

ど
で
毎
年
「
要
精
密
」
で
判
定
さ

れ
て
、
病
院
の
精
密
検
査
で
は
「
異

常
な
し
」
の
結
果
に
な
る
人
が
い

ま
す
。
検
診
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

で
は
治
療
痕
な
ど
も
影
と
し
て
撮

影
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
あ

て
は
ま
る
人
は
か
か
り
つ
け
の
病

院
で
年
に
一
度
経
過
観
察
を
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
中
間
市
で
は
、
２
月
25
日
か
ら

４
月
の
集
団
健
診
の
申
込
受
付
を

始
め
ま
す（
３
月
15
日
締
切
）
■

詳
し
く
は
、「
広
報
な
か
ま
」
２
月

25
日
号
と
一
緒
に
配
布
す
る
「
平
成

17
年
度
版
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
健
康
づ

がが
んん
検検
診診
でで
「「
スス
トト
ッッ
ププ
・・
ザザ
・・
がが
んん
死死
」」
！！

く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
健
康
増
進
課
、
東
部

出
張
所
の
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

●
健
診
内
容

基
本
健
診
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
、
大
腸
が
ん
検

診
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
、
胃

が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
、
骨
健
診
（
健
診

を
選
ん
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

■
平
成
17
年
度
の
変
更
点
■

〇
子
宮
頚
部
が
ん
検
診
は
20
歳
以

上
の
女
性
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
職
場
な
ど
で
ほ
か
に
受
診
機

会
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
）

〇
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
は
40
歳
以
上
の
女
性
が
対
象

と
な
り
ま
す
（
２
年
に
一
度
）

な
お
、
40
歳
代
の
人
は
２
方
向

で
撮
影
す
る
た
め
、
検
診
の
自

己
負
担
金
は
１
、５
０
０
円
で
す

〇
16
歳
〜
39
歳
男
女
に
実
施
し
て

き
た
結
核
検
診
は
、
結
核
予
防

法
の
改
正
に
伴
い
、
廃
止
に
な

り
ま
す
（
40
歳
以
上
の
人
に
は
、

肺
が
ん
・
結
核
検
診
と
し
て
実

施
し
ま
す
）
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
、
長
引
く
咳
や
微
熱
な
ど
が

続
く
時
は
早
め
に
医
療
機
関
で

受
診
し
ま
し
ょ
う

●
問

合

先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

時
　
間

月
　
日

場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
25
日（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

ツベルクリンと
ＢＣＧ接種

〇ツベルクリン反応検査…２月22日（火）
〇ツベルクリン判定とＢＣＧ接種…２月24日（木）
いずれも ●受付時間 午後１時～２時　●場　　所 保健センター
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１月９日、地域の消防活動を担う消防団員が一
堂に会する「平成17年中間市消防出初式」が開か
れました。
団員は働く婦人の家から会場のなかまハーモニ

ーホールまでをパレード。その勇壮な姿を沿道の
人々も頼もしそうに見つめていました。
会場では、優良団員や永年勤続団員などが表彰

されたほか、幼年消防クラブの誓いのことば、婦
人防火クラブや女性消防団員によるアトラクショ
ンが行われました。また、屋外では第２分団によ
るポンプ車操法が披露され、その機敏な行動に大
きな拍手が送られていました。
出席者全員が、新年にあたり「火災ゼロ」を誓

った日となりました。

すばらしい思い出に感謝のお返し
千々和妙子さんが交流を重ねた東中の受験生と再会
七重町の千々和妙子さん（77歳）が１月13日、中間東

中学校に、高校受験を間近に控えた３年生の三木勇樹さ
んと尾形千里さんを激励に訪れました。
東中では２年前に、生徒がお年寄りのお手伝いなどを

する「しあわせ宅配便」事業を行いました。当時１年生
の二人は市外ヘ転校した東愛子さんとともに千々和さん
宅を訪問し、いっしょにちらし寿司をつくったり、千々
和さんからラッピングを習ったりと交流を重ねました。
「すばらしい思い出をいただきました。昨年、体育祭

の招待状ももらったんですよ」という千々和さん。「高

校の合格を祈っ
ています」と、
当時生徒が贈っ
た鉢植えをもと
に咲かせたとい
うシクラメンの
花の写真とボールペンを、二人にプレゼントしました。
三木さんと尾形さんも「ずっと思っていてくれて、ビ

ックリしました。受験勉強ももう一息。がんばります」
と感激の気持ちを口にしていました。

福祉の発展に期待しています
尾形半彌さんに中間市から表彰状

１月21日、朝霧一丁目
の尾形半彌さん（86歳）に
大島市長から表彰状が贈
られました。
尾形さんは昭和63年か

ら中間市社会福祉協議会
の理事や会長を歴任し、
現在も同協議会の顧問と
して活動するなど、中間

市の社会福祉の向上に貢献したことが評価され、今回
の表彰となりました。
大島市長が「長年の功績に感謝します」と表彰状を

手渡すと、尾形さんは「中間市の福祉がさらに発展す
ることを期待しています。これからもその一助となれ
ればうれしいですね」と語っていました。

園生の活動に役立てています
なのみ園が助成金で小型バスを購入

上底井野にある知的障害者更生施設「なのみ園」で
は、入所や通所の園生が技術習得のために、農園や染
め物、木工など、いろいろな作業を行っています。
12月17日、馬主が競馬の収益を社会福祉に還元する

「中央競馬馬主社会福祉財団」の助成により、なのみ園
に10人乗りの小型バスがやってきました。
小川宏恵園長は「従来の８人乗りワゴン車とともに、

通所部の送迎や楽しいドライ
ブなどに活用しています。ま
た、毎年秋には園生の活動発
表をはじめ、催し物が盛りだ
くさんの『なのみ祭』を開催
しています。みなさん、ぜひ
遊びに来てください」と話し
ていました。

火
災
ゼ
ロ
に
向
け
、
決
意
も
新
た
に

中
間
市
消
防
出
初
式
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紅白餅のように
粘り強くがんばってください！
中間北中の２年生が先輩のために餅つき
中間北中学校では毎年、高校受験など新たな進路

を目指す３年生を励ますために、後輩が紅白餅
もち

を贈
っています。
１月14日、80人の２年生が校庭で餅つきを行いま

した。保護者の指導を受けながら、生徒たちは先輩
のためにと、杵

きね

を振るい、つきあがったお餅を次々
と丸めていきました。寒空の中ですが、生徒の額に
はうっすらと心地よい汗が光ります。
お餅が完成すると、２年生はさっそく３年生の教

室に向かいます。「餅のように粘り強く受験を乗り越
えてください」、「これまでのがんばりを精一杯発揮
してください」などの温かいメッセージとともにお
餅が手渡されると、３年生は笑顔で応えていました。

災害現場に力強い助っ人
消防署と消防団に最新消防自動車を配備
１月に、中間市消防署に新型の水槽付き消防自動

車が導入されました（写真左）。19年ぶりに、老朽化
した車両と入れ替えるもので、コンピューター制御
による放水圧力の維持機能や空気呼吸器など最新鋭
の装備を備えています。
また、川西地区管轄の消防団第５分団でも、23年

ぶりに消防車の入れ替えが行われています（写真右）。
こちらも最新の装備と屋根付き荷台を備えています。
いずれも国庫補助事業で導入したもので、災害現

場での迅速な消火活動が期待されます。
まだまだ空気が乾燥する季節です。「火は消した？

いつも心に　きいてみて」の標語のように、火の用
心で行きましょう。

夢は日本代表のＭＦ！

川田和宏さんが大分トリニータに入団
この春、福岡大学からサ

ッカーＪリーグ１部所属の
「大分トリニータ」へ入団
した川田

か わ だ

和宏
かずひろ

さん（22歳・
中尾二丁目）。
川田さんは、中間東小学

校の６年間、中間サッカー
クラブで汗を流し、長崎県
の国見中学校、国見高校、
福岡大学と、いずれもレギ
ュラーとしてチームの勝利
に貢献し、全日本学生選抜としても国際大会などで活
躍する期待の選手です。
サッカーの原点である遠賀川河川敷で、お話をうか

がいました。

■ 国内最高峰のプロリーグに入った率直な感想は？
小さなころから、ワールドカップで見たアルゼンチ
ンのマラドーナのようなプロ選手になりたいと思い、
いつか三浦知良選手と同じピッチに立ちたいと思っ
ていました。夢への第一歩が実現しました。
また、大分トリニータは九州で唯一のＪ１チームで、
若い選手がのびのびと成長できる環境だと感じてい
ます。

■ 小学生時代や中間サッカークラブの思い出があれば
自宅から小学校まで、毎日サッカーボールをリフテ
ィングしながら通学していました。
中間サッカークラブでは、マイクロバスに乗って広
島や関西、長野の大会に毎年参加し、海外交流派遣
として韓国遠征に行ったことが一番の思い出です。

■ 趣味や特技があれば教えてください
サッカーがすべて！ ひまさえあればボールで遊ん
でいます。あとは音楽鑑賞ですね。

■ ＭＦ
ミッド・フィルダー

というポジションのことを教えてください
高校・大学をとおしてＭＦを務めてきました。
自分の持ち味である豊富な運動量を生かして、広い
視野でゲームメイクができて、展開力が発揮できる
ポジションです。

■ 今の目標や将来の夢は何ですか？
まずはレギュラーを獲得し、大分をＪリーグのトッ
プチームに押し上げることです。そして、日本代表
として、国見高校の同期でスペイン・マジョルカ所
属の大久保嘉人選手といっしょにドイツ・ワールド
カップに出場したいですね。
とにかく、何より大好きなサッカーを続けさせてく
れた両親に感謝し、恩師やお世話になった方々に報
いるためにも、一生懸命がんばります。

現在、Ｊリーグの研修を終え、海外で合宿中の川田
選手。３月のＪリーグ開幕が楽しみです。
みなさんも川田選手の大きな夢に、ぜひご声援を。

ミッド・フィルダー



こ
の
ペ
ー
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は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
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や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
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知
ら
せ
な
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を
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待
ち
し
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い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
住
所
、
氏

名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中

間
市
秘
書
課
広
報
広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

10

四四
日
は
や
鍬
振
る
媼お

お
な

ああ
り
に
け
り

上
底
井
野
　
　
　
　
島
　
津
　
貞
　
子

大大
厄
の
子
に
先
づ
注
げ
る
年
酒
か
な

土
手
ノ
内
二
丁
目
　
小
　
田
　
敏
　
子

蝋蝋
梅

ろ
う
ば
い

のの
香
を
閉
じ
込
め
し
仁
王
門

扇
ヶ
浦
二
丁
目
　
　
宮
　
崎
　
サ
カ
エ

荒荒
廖
の
大
地
に
田
鶴

た

づ

のの
餌
を
撒
く

通
谷
五
丁
目
　
　
　
後
　
藤
　
欣
　
子

毛毛
糸
帽
脱
い
で
二
礼
を
深
々
と太

賀
一
丁
目
　
　
　
緒
　
方
　
益
　
子

ここ
の
家
も
建
て
か
え
て
よ
り
三
十
年
終
の
住
家
と
な
る
や
も
知
れ
ず

中
鶴
一
丁
目
　
　
　
松
　
村
　
満
　
喜

握握
り
合
ふ
手
の
ぬ
く
も
り
を
残
し
つ
つ
伯
父
八
十
五
歳
天
に
召
さ
る
る

岩
瀬
四
丁
目
　
　
　
吉
　
岡
　
比
呂
己

柚柚
子
貰
い
湯
舟
に
浮
か
べ
初
体
験
八
十
路
の
夫
の
今
宵
若
や
ぐ

中
央
四
丁
目
　
　
　
大
　
庭
　
京
　
子

死死
に
し
児
を
幸
子
と
名
付
け
出
生
と
死
亡
届
を
出
す
は
悲
し
も

弥
生
二
丁
目
　
　
　
吉
　
田
　
千
　
歳

厨厨
よ
り
ふ
つ
ふ
つ
煮
立
つ
大
根
の
甘
い
か
お
り
は
母
の
温
も
り

通
谷
一
丁
目
　
　
　
戸
　
田
　
恵
美
子

戦戦
爭
の
真
実
語
る
写
真
展

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
加
　
地
　
陽
　
子

アア
ル
バ
ム
に
時
代
の
風
が
つ
ま
っ
て
る

朝
霧
一
丁
目
　
　
　
前
　
田
　
弘
　
子

どど
の
松
も
城
の
風
情
の
天
守
閣太

賀
三
丁
目
　
　
　
国
　
谷
　
美
智
恵

秘秘
め
て
い
る
想
い
一
輪
挿
し
に
す
る

中
間
三
丁
目
　
　
　
古
　
野
　
つ
と
む

里里
山
の
夜
が
賑
わ
う
村
祭
り

小
田
ヶ
浦
二
丁
目
　
川
　
畑
　
千
鶴
子

金
子
哲
也
　
選

永
山
　
篁
　
選

文

芸

卍
垣生
公園

ス
ト
ア
ー

市営
野球場

底井野
小学校

ＪＡおんが

文

〒

至
　
筑
前

垣
生
駅
↓

やっちゃれ市場の仲間たち こだわりの逸品●
底
井
野
店

毎
週
日
曜
・

午
前
９
時
〜

ロータリー

中間駅

●
中
間
駅
前
店

毎
週
水

曜
・
午
前
９
時
30
分
〜

中間
市役所

消防署

コンビニ

産婦人科

内科ＪＡおんが
中間支店

惣社宮

西鉄
ストアー

筑豊
中間駅

遠
賀
川

●
グ
ル
メ
館
店

毎
月
第
４

土
曜
・
午
前
９
時
30
分
〜

★なまえ　モグ（メス・６歳）
★飼い主 悦姉（砂山）
熱しやすくてさめやすい

甘えん坊な私…。みんなが
いないとさみしいの。だか
ら、抱っこが大好き！

中
間
短
歌
会

前
山
禮
次
　
選

ご好評にお応えして大抽選会を開催

■と　き ２月20日（日）・午前９時～正午

■ところ やっちゃれ市場底井野店

やっちゃれ市場５周年感謝祭として昨
年12月に開催した大抽選会を、みなさん
のご好評にお応えして、再度開催します。
市場で500円以上お買い上げの人を対

象に、商品券が当たるこのイベントに、
ふるってご参加ください。
（１等1,000円、２等500円、３等100円‐空クジなし）



東京坊ちゃん

今月のオススメ図書

北
九
州
市
や
直
方
市
、
行
橋
市
、
豊
前
市
、
遠
賀
郡
、
鞍
手
郡
、
京
都
郡

（
苅
田
町
は
除
く
）、
築
上
郡
の
図
書
館
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

市
民
図
書
館
1（
２
４
５
）４
６
６
４

林望・著
公園の紙芝居、デパート

の食堂、お化け煙突、チャ
ンバラごっこ、トレーラー
バス…。
懐かしい事柄が少年の目

をとおしてよみがえる。少
年時代をつづるエッセイ。

ひみつ
ル・マスヌ・著

友だちも先生も
ママも僕に何か隠
してる。聞いて回
ってもだれも教え
てくれません。
でも、それには

訳があったのです。
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笠
かさ

原
はら

凛
りん

ちゃん

平成16年６月11日生（太賀四丁目）

カメラを向けると、必
ずニコニコッと笑顔にな
ります。
今のまま健康ですくす

く育ってね！

渡
わた

辺
なべ

千
ち

春
はる

ちゃん

平成13年９月27日生（深坂二丁目）

とっても元気で明るい
千春ちゃん。
これからも、その笑顔

でママたちを元気にして
ね！

日本でお正月を過ごしていて、
故郷カリフォルニアのお正月を
思い出しました。
日本ではお正月は、家族そろ

ってお祝いをする本当に大きな
お祭りです。一方、北米ではク
リスマスの12月25日に、家族が

そろって感動的なお祝いをします。
日本では、クリスマス・イブは恋人同士のための

ものです。しかし、アメリカでは大晦日
お お み そ か

こそ恋人た
ちのための夜であり、決して子どもたちのためのも
のではありません。
大晦日は、カチカチと時を刻む時計、シャンパン、

紙ふぶき、騒がしい音をたてること、紙の帽子、真
夜中の時報とともにするキス、これらのお膳立てな
しには成り立ちません。
これらの新年の伝統の理由をお話しましょう。
●真夜中のキス…私たちは12時になると自分にとっ
て一番大好きな人々にキスをします。それは、私
たちの好きな人たちとお祝いの瞬間を共有すると
いうばかりではなく、次の12ヵ月間ずっと互いの
愛情と絆

きずな

を継続させるためなのです。
12時が鳴った時、大切な人々とキスをしないとい
うことは、これからの１年間を意図的に冷たい関
係にしてしまうことになるでしょう。
●騒音をたてること…真夜中に可能な限り大きな物
音をたてるのです。それは、ただ新年を祝ってし
ているのではなく、悪霊を追い払っているのです。
広く言い伝えられている迷信によると、悪霊や悪
魔は騒がしい音が嫌いなのです。できるだけ騒が
しい音を立てることによって１年を乗り越え、新
しい年に移行した喜びを表現するばかりではなく、
身辺から悪魔を追い払っているのです（同じよう
な理由で結婚の日に教会の鐘は鳴り響くのです）。

私について言えば、私の家族は日本人なので私た
ちはお正月とクリスマスの両方を祝っていました。
子どものときは、家族といっしょにコタツに入って
（えーとコタツはカリフォルニアの日本店で買ったの
ですよ）、年越しソバを食べながら紅白歌合戦を見て
過ごしました。
元旦には、家族全員が祖父母の家に行って、日本

の伝統的なおせちを食べたものです。私は一度もお
年玉をもらったことはありません。母が言うには、
私はクリスマスプレゼントをたくさん受け取ってい
るので、お年玉はもらえないとのことでした。

日米でのクリスマスとお正月の違い

生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！
「わが家のすこやかちゃん」欄では、元気なお子さん（生

後６ヵ月～５歳）を掲載します。広報紙デビューのチャンス
です。ふるってご応募ください。
ご希望の人は ① お子さんの写真 ② 名前 ③ 生年月日
④ 応募者の名前・お子さんとの続柄 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号
⑦ 紹介文（60字～70字程度）を添えてお送りください。

外国語指導助手として市内の小学校で英
語の授業を行っている、アニー小原さんの
エッセイです。
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「
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
」

の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
！

■
中
途
解
約
は
で
き
て
も

解
約
料
の
不
満
が
多
い
■

２
０
０
４
年
１
月
か
ら
特
定
商

取
引
法
の
政
令
の
改
正
に
よ
っ
て

「
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
」
も
特

定
継
続
的
役
務
に
追
加
さ
れ
、
同

法
の
規
制
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

特
定
継
続
的
役
務
と
は
、
消
費

者
が
継
続
的
に
役
務（
結
婚
相
手
の

紹
介
サ
ー
ビ
ス
）を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
効
果
（
結
婚
相
手
が

見
つ
か
る
）
を
期
待
す
る
も
の
で
、

長
期
間
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
そ

れ
に
対
す
る
お
金
の
支
払
い
を
あ

ら
か
じ
め
約
定
す
る
も
の
で
す
。

改
正
前
は
「
業
者
が
解
約
や
返

金
に
応
じ
な
い
」
と
い
う
相
談
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
改
正
後
は

「
解
約
は
で
き
る
が
解
約
料
が
高

す
ぎ
る
」
と
い
う
相
談
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
契
約
直
後

に
会
員
の
情
報
が
一
括
で
提
供
さ

れ
る
の
で
、
中
途
で
解
約
す
る
時

に
「
情
報
料
」
の
全
額
が
請
求
さ

れ
た
り
、
最
初
の
段
階
の
会
費
が

高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
契

約
か
ら
間
が
な
い
中
途
解
約
で
は

解
約
料
が
高
額
に
な
る
ケ
ー
ス
な

ど
の
た
め
で
す
。

■
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
■

〇
契
約
書
を
渡
さ
な
い
業
者
と
は

契
約
し
な
い

〇
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
料
金
体
系

を
契
約
前
に
書
面
で
確
認
す
る

〇
「
結
婚
相
手
が
必
ず
見
つ
か
る
」

な
ど
過
度
な
期
待
を
抱
か
な
い

〇
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
注
意

す
る
こ
と
。
退
会
後
の
個
人
情

報
に
つ
い
て
も
契
約
時
に
確
認

し
て
お
く

〇
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
て

も
中
途
解
約
が
可
能
で
す
の
で
、

問
題
が
あ
れ
ば
窓
口
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い

■
中
途
解
約
時
の
精
算
の
ル
ー
ル
■

〇
サ
ー
ビ
ス
提
供
前
の
中
途
解
約

の
場
合
は
、
３
万
円

〇
サ
ー
ビ
ス
提
供
後
の
中
途
解
約

の
場
合
は
、
す
で
に
提
供
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
費
用
の

ほ
か
、
２
万
円
ま
た
は
契
約
残

額
の
２
割
の
ど
ち
ら
か
低
い
額

〇
関
連
商
品
（
指
輸
な
ど
の
装
身

具
、
真
珠
な
ど
）
は
中
途
解
約

し
た
場
合
に
解
約
が
可
能
で
す

消費生活相談窓口
1（２４６）５１１０

悪質 商法

■市民意見募集の概要■

①意見応募期間 ２月14日（月）～２月28日（月）
②閲覧場所

③閲覧時間 意見募集期間中の月曜～金曜日・午前９時～午後５時
※市立図書館は、月曜および２月23日（水）、ハピネスなかまは月曜日が
休館日のため、閲覧できません。
④応募方法 閲覧場所に備えつけの市民意見募集用紙にご意見をお書きく

ださい。
郵送またはＦＡＸ、電子メールによる提出もできます

■市民意見に対する報告■

市民意見募集後、「寄せられた意見に対する市の対応」について整理し
た一覧表を作成し、３月７日（月）から３月１８日（金）まで、環境保全課
窓口（市役所別館１階）、情報公開室（市役所本館２階）、中間市ホームペ
ージにて公表する予定です
※住所、氏名などの個人情報は公表しません。
なお、提出されたご意見に対して個別の回答はいたしませんので、あら

かじめご了承ください。

環境保全課窓口（市役所別館１階） 市民図書館

中間市ホームページ　http:/ /www.ci ty .nakama.fukuoka. jp/

東部出張所　　　　　　　　　　　ハピネスなかま

働く婦人の家　　　　　　　　　　中間・遠賀リサイクルプラザ

中
間
市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
関
し
て
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
自
然
環
境
調
査
、「
中
間
市
環
境
を
考
え
る
会
」
に
よ
る
提
言
の
と
り
ま
と
め
作
業
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
３
月
の「
中
間
市
環
境
基
本
計
画
」
策
定
を
目
指
し
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
と
り
ま
と

め
た
環
境
基
本
計
画（
素
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
環
境
基
本
計
画（
素
案
）に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●「中間市環境基本計画」に関するお問い合わせは…

環境保全課環境保全係（〒８０９‐８５０１中間一丁目１‐１）
1（２４６）６２６５・5（２４４）１３１７
Ｅメール　kankyouhozenka@city.nakama.fukuoka.jp



おすすめ料理

作り方

たっぷり野菜のにら卵

①きくらげは水でもどして、かたい
部分を除き１cm幅に切ります。た
まねぎは薄切り、にらは４cm長さ
に切ります。肉は１cm幅に切りま
す。Aは合わせます。
②卵は酒を加えてときほぐします。
③フライパンに油を熱して卵を入れ、
手早く大きく混ぜて、ふんわりし
たいり卵を作り、とり出します。
④肉とたまねぎを入れ、肉の脂を出し
ながら、中火でいためます。たまね
ぎがしんなりしたら、にら、きくら
げ、Aを加えて強火でいためます。
⑤にらがしんなりしたら卵をもどし、
全体を混ぜて盛ります。

中間市食生活改善推進会（緑の会）

材　料　２人分
卵 ………………… ２個
酒………………大さじ1
豚ばら肉（薄切り）……30g
きくらげ…３～４個（２g）
たまねぎ……1/2個（100g）
にら…………１束（100g）
サラダ油………小さじ1
Ａ〔ウスターソース大さ
じ1/2、酒大さじ1、塩小
さじ1/8、こしょう少々〕
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●
対

象

者

高
校
生
お
よ
び
高
校

入
学
予
定
者

●
募
集
人
数

15
人
以
内

●
奨

学

金

月
額
９
、
０
０
０
円

●
貸
付
要
件

学
資
の
支
出
が
困
難

で
、
中
間
市
に
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
こ
と

※
こ
の
奨
学
金
は
県
奨
学
財
団
な

ど
、
ほ
か
の
奨
学
金
と
併
用
し
て

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法

希
望
者
は
卒
業
し
た

中
学
校
ま
た
は
在
学
す
る
中
学

校
の
学
校
長
を
経
て
、
所
定
の

申
込
書
を
教
育
委
員
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
市
内
の
中
学
校
お

よ
び
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切

２
月
28
日
（
月
）

●
問

合

先

学
校
教
育
課
（
市
役

所
３
階
）
1（
２
４
６
）
６
２
２
２

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

低
所
得
者
世
帯
の
新
入
学
児
童
（
小

学
校
）に
入
学
祝
金
を
助
成
し
ま
す
。

希
望
す
る
家
庭
は
、
世
帯
の
前

年
度
分
非
課
税
証
明
書
を
お
持
ち

の
う
え
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
は
除
き

ま
す
。

※
非
課
税
証
明
書
は
、
平
成
16
年

１
月
１
日
現
在
中
間
市
に
住
所
が

あ
れ
ば
、
市
役
所
税
務
課
、
東
部

出
張
所
で
発
行
し
ま
す
。

●
申
込
締
切

３
月
10
日
（
木
）

●
申
込
・
問
合
先

中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
通
谷
一
丁
目
36
‐

10
・
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
内
）

1（
２
４
４
）
１
２
３
０

福
岡
県
で
は
、
目
の
不
自
由
な

人
の
た
め
に
、
納
税
通
知
書
を
送

付
す
る
と
き
に
点
字
の
お
知
ら
せ

を
同
封
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
税
金

自
動
車
税
、
個
人
事
業
税

●
お
知
ら
せ
す
る
内
容

税
金
の
種
類
、
納
税
通
知
書
番

号
、
納
期
限
、
税
額
、
問
合
先

※
封
筒
に
も
「
納
税
通
知
書
在
中
」

と
点
字
で
表
示
さ
れ
た
シ
ー
ル
を

貼
り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
新
し
く
希
望

す
る
人
は
、
福
岡
県
税
務
課
企
画

係
ま
で
電
話
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

３
月
末
日
ま
で
に
申
し
出
が
あ

れ
ば
、
平
成
17
年
度
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
税
務

課
企
画
係
1
０
９
２
（
６
４
３
）

３
０
６
３

福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会
が
開

催
さ
れ
、
中
間
市
に
関
連
す
る
議

案
〔
中
間
都
市
計
画
、
水
巻
都
市

計
画
、
遠
賀
都
市
計
画
及
び
鞍
手

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
（
福
岡

県
決
定
）
／
決
定
〕
が
審
議
さ
れ

ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
傍
聴

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
当

日
会
場
に
て
交
付
を
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
受
付
は
、
開
催
時
刻

の
30
分
前
か
ら
行
い
ま
す
）。

た
だ
し
、
希
望
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
18
日
（
金
）
・

午
後
２
時
〜

●
場
　
　
所

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁

舎
（
博
多
区
吉
塚
本
町
13
‐
50
）

・
603
Ａ
会
議
室

●
問

合

先

福
岡
県
建
築
都
市

部
都
市
計
画
課
行
政
係

1
０
９
２
（
６
４
３
）
３
７
１
１

平
成
17
年
度

中
間
市
奨
学
生
を
募
集

福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

納
税
通
知
書
の
内
容
を

点
字
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

中間市高齢者総合保健福祉計画の
作成検討委員を募集します
中間市では、中間市高齢者総合保健福祉計画（老人

保健福祉計画、介護保険事業計画）の見直しを平成17
年度に行うにあたり、広く市民の意見を聴き、この計
画の参考とするために、次のとおり作成検討委員会の
委員を募集します。
●募集対象 市内に在住する40歳以上の人
●募集人数 ６人
●申込方法 ３月18日（金）までに、中間市の介護保険
・高齢者福祉・保健・医療に関する意見について、
1,200字程度にまとめた小論文を提出（郵送可）して
ください
※作成検討委員会は、今年の４月から翌年３月まで、
平日の日中に合計12回の開催を予定しています。委員
には、委員会１回につき、4,200円の報償を支払います。
●申込・問合先 介護保険課給付係〔〒８０９‐８５
０１中間一丁目１‐１1（２４６）６２４３〕

新
入
学
児
童
に

入
学
祝
金
を
助
成
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働
く
婦
人
の
家
で
は
、
暮
ら
し

に
役
立
つ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

調
理
実
習
を
お
楽
し
み
に
！

◇
第
１
回
「
味
の
し
く
み
・
う
ま

み
の
秘
密
を
探
る
」

お
い
し
さ
の
世
界
〜
う
ま
み
調

味
料
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う

●
日
　
　
時

３
月
２
日
（
水
）
・

午
前
10
時
〜
正
午

◇
第
２
回
「
冷
凍
食
品
の
上
手
な

使
い
方
」

〜
失
敗
し
な
い
調
理
法
・
冷
凍

保
存
の
仕
方
・
素
材
を
生
か
し

た
調
理
方
な
ど
〜

●
日
　
　
時

３
月
９
日
（
水
）
・

午
前
10
時
〜
正
午

い
ず
れ
も

●
講
　
　
師

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
・
栄
養
士
ほ
か

●
会
　
　
場

働
く
婦
人
の
家

●
定
　
　
員

30
人

●
受

講

料

無
料

●
申
込
方
法

電
話
で
申
込
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
先

働
く
婦
人
の
家

1（
２
４
６
）
０
４
８
３

「
た
ば
こ
に
サ
ヨ
ナ
ラ
」
で
き

る
コ
ツ
教
え
ま
す
。

た
ば
こ
を
今
す
ぐ
に
で
も
や
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
た

ば
こ
を
や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ

な
い
あ
な
た
、
喫
煙
問
題
に
関
心

が
あ
る
あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
25
日
（
金
）
・

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
　
所

遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
・
１
階
会
議
室

●
内
　
　
容

講
演
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク

講
師
　
永
渕
祥
大
さ
ん（
産
業
医

科
大
学
産
業
生
態
科
学
研
究
所
）

●
対

象

者

遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
管
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
、
禁
煙
を
希
望
す
る
人
、

お
よ
び
喫
煙
問
題
に
関
心
を
持

つ
人
で
、
１
ヵ
月
後
の
追
跡
調

査
に
協
力
で
き
る
人

●
申
込
方
法

は
が
き
ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
締
切

２
月
21
日
（
月
）

●
申
込
・
問
合
先

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健

康
対
策
課
（
〒
８
０
７
‐
０
０

４
６
遠
賀
郡
水
巻
町
吉
田
西
二

丁
目
17
‐
７
）

1（
２
０
１
）
４
１
６
４

5（
２
０
１
）
７
４
１
７

防
衛
庁
で
は
、
平
成
17
年
度
採

用
の
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技

能
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、
民
間

の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度

で
あ
り
、
教
育
訓
練
終
了
後
に
陸

上
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
さ
れ

ま
す
。

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、

【
一
般
】
は
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
人
。【
技
能
】
は
18
歳
以
上
の

人
で
、
年
齢
上
限
は
保
有
す
る

国
家
免
許
資
格
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す

●
身
　
　
分

非
常
勤
の
特
別
職
国

家
公
務
員

●
処
　
　
遇

教
育
訓
練
招
集
参
加

日
数
分
の
手
当
を
支
給

（
日
額
７
、
９
０
０
円
）

●
教
育
訓
練
日
数

〇
一
般
…
50
日
（
３
年
以
内
）

〇
技
能
…
10
日
（
２
年
以
内
）

●
応
募
締
切

４
月
８
日
（
金
）

●
試

験

日

４
月
17
日
（
日
）

●
問

合

先

芦
屋
募
集
事
務
所

1（
２
２
３
）
０
９
８
１

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
中

リサイクル家具を展示販売リサイクル家具を展示販売
●品　　目 タンス・食器
棚・テーブルなど約160点
●申込資格 中間市および
遠賀郡内に在住の人
●申込方法 リサイクルプ
ラザに申込用紙がありま
すので、ご記入ください
（申込多数の場合は抽選します）
●受付期間 ２月21日（月）～27日（日）・午前９時
～午後４時30分（２月27日は午前11時30分まで）
●抽 選 日 ２月27日（日）・午前11時30分の受付
終了後（当選者に、はがきでお知らせします）
●展示場所 中間・遠賀リサイクルプラザ（中間市
大字垣生1300番地）
●搬出期間 抽選終了後～３月５日（土）・正午
※購入品は各自で搬出をお願いします。
●問 合 先 中間・遠賀リサイクルプラザ

1（２４５）５３７４

第10回 歩き・み・ふれる歴史探訪
「「「遠遠賀賀川川のの古古墳墳めめぐぐりり」」参加者募集

●と　　き ３月12日（土）・午前10時～午後４時
※受付は、午前９時30分からです。
●探 訪 先 桂川町王塚装飾古墳館、鞍手町古月横
穴群、鞍手町歴史民俗資料館
●集合場所 中間市役所前河川敷駐車場（現地へは
バスで送迎します）
●定　　員 50人
●参 加 費 無料
●申込方法 はがきに参加者（１枚につき２人まで）
の氏名・住所・電話番号を記入のうえ、申し込
みください（定員を超えた場合は抽選します）
※小・中学生のみの応募はできません。必ず保護
者が付き添ってください。
●申込締切 ２月25日（金）・消印有効
※結果は、３月３日までに応募者に通知します。
●申込・問合先 生涯学習課〔〒８０９‐８５０１
中間一丁目１‐１1（２４６）６２２４〕

「
市
民
講
座
」
受
講
生
を
募
集

暮
し
な
る
ほ
ど
講
座
・
パ
ー
ト
Ⅱ

た
ば
こ
に
サ
ヨ
ナ
ラ

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
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利用料金
●入居一時金：51.2万円より
●月額利用料：7～10万円

居室は全て個室。
　ご夫婦部屋もございます。

！

介護老人
保健施設千寿中間

中間市通谷一丁目中間市通谷一丁目3636番2号 中間市通谷一丁目中間市通谷一丁目3636番6号
1093-243-12001093-246-1122

●介護保険の
　要介護認定を
　受けられた方が対象
いつでもご相談ください

！
一人暮らしが不安な方
家族に負担をかけたくない方
一人暮らしが不安な方
家族に負担をかけたくない方

市内唯一のケアハウス、老人保健施設です
あなたもデイケアで
　一日を楽しく過ごしませんか

http://www.senju-n.com/

香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
嶋
　
田
　
由
嘉
吏
（
浄
花
町
）

〇
長
谷
川
　
木
世
子
（
土
手
ノ
内
二
丁
目
）

〇
白
　
石
　
ク
ニ
子
（
朝
霧
三
丁
目
）

〇
加
　
島
　
親
　
喜
（
中
鶴
二
丁
目
）

〇
植
　
村
　
　
　
寛
（
弥
生
二
丁
目
）

〇
田
　
上
　
慶
　
子
（
弥
生
一
丁
目
）

〇
山
　
　
　
政
　
子
（
中
尾
四
丁
目
）

〇
松
　
本
　
フ
ミ
子
（
中
底
井
野
）

〇
近
　
藤
　
初
　
代
（
中
鶴
一
丁
目
）

〇
岩
　
崎
　
　
　
進
（
岩
瀬
西
町
）

〇
久
　
野
　
次
　
男
（
土
手
ノ
内
一
丁
目
）

〇
中
　
川
　
照
　
明
（
星
ヶ
丘
）

〇
松
　
杖
　
千
　
鶴
（
中
央
四
丁
目
）

〇
安
　
立
　
一
　
成
（
中
間
三
丁
目
）

〇
山
　
本
　
竜
　
暢
（
池
田
二
丁
目
）

〇
諸
　
泉
　
た
　
ね
（
垣
生
）

〇
太
　
田
　
龍
　
一
（
垣
生
）

〇
寺
　
岡
　
勝
　
美
（
朝
霧
三
丁
目
）

〇
柴
　
田
　
幸
　
彦
（
中
底
井
野
）

〇
佐
　
藤
　
孝
　
義
（
浄
花
町
）

〇
石
　
田
　
　
　
子
（
松
ヶ
岡
）

〇
中
　
村
　
秀
　
男
（
太
賀
一
丁
目
）

〇
恒
　
冨
　
　
　
誠
（
通
谷
三
丁
目
）

〇
坂
　
口
　
壽
　
俊
（
下
大
隈
）

篤
志
寄
付

〇
中
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
「
も
や
い
の
会
」

〇
夢
紡
ぎ
村
代
表
・
古
谷
み
ど
り

協
賛

パ
ン
処
風
車
・
山
田
原
農
園

〇
山
　
本
　
昇
　
一
（
桜
台
二
丁
目
）

〇
大
　
岩
　
徹
　
也
（
桜
台
一
丁
目
）

〇
遠
賀
中
間
地
区
農
業
振
興
連
絡

協
議
会

〇
移
動
支
援
事
業
「
悟
空
の
会
」

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

有
料
広
告
欄

◇
第
１
回
…
医
師
講
話
「
糖
尿
病

と
合
併
症
の
予
防
」

●
日
　
　
時

２
月
24
日
（
木
）・

午
後
２
時
〜
４
時

◇
第
２
回
…
管
理
栄
養
士
講
話
・

調
理
実
習「
糖
尿
病
の
食
事
療
法
」

●
日
　
　
時

３
月
４
日
（
金
）・

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◇
第
３
回
…
健
康
運
動
指
導
士
講

話
・
運
動
実
技
「
糖
尿
病
の
運

動
療
法
」

●
日
　
　
時

３
月
４
日
（
金
）・

午
後
１
時
〜
３
時

い
ず
れ
も

●
場
　
　
所

遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
お
よ
び
栄
養
指
導
室

●
対

象

者

遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
管
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
、「
糖
尿
病
」
ま
た
は
「
糖

尿
病
予
備
軍
」
と
診
断
さ
れ
、

治
療
を
必
要
と
し
て
い
る
人
で
、

３
回
の
教
室
を
と
お
し
て
受
講

で
き
る
人

●
受

講

料

500
円（
調
理
実
習
費
）

●
申
込
方
法

は
が
き
ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込

●
申
込
期
限

２
月
21
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

糖
尿
病
と
上
手
に
つ
き
あ
う

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室

●
申
込
・
問
合
先

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健

康
対
策
課
（
〒
８
０
７
‐
０
０

４
６
遠
賀
郡
水
巻
町
吉
田
西
二

丁
目
17
‐
７
）

1（
２
０
１
）
４
１
６
４

5（
２
０
１
）
７
４
１
７

大
学
通
信
教
育
を
実
施
し
て
い

る
大
学
、
短
期
大
学
の
合
同
入
学

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

３
月
５
日
（
土
）
・
正
午
〜
午
後

５
時

３
月
６
日
（
日
）
・
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

※
開
催
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

●
場
　
　
所

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目

４
‐
２
）

※
入
場
無
料
、
事
前
に
参
加
申
込

は
不
要
で
す
。

●
参

加

校

法
政
大
学
、
中
央
大
学
、
日
本

大
学
、
玉
川
大
学
、
佛
教
大
学

・
同
大
学
院
、
近
畿
大
学
・
同

短
期
大
学
部
、
東
洋
大
学
、
明

星
大
学
・
同
大
学
院
、
大
阪
学

院
大
学
、
産
能
大
学
、
愛
知
産

業
大
学
・
同
短
期
大
学
、
京
都

造
形
芸
術
大
学
、
北
海
道
情
報

大
学
、
大
阪
芸
術
大
学
、
聖
徳

大
学
・
同
大
学
院
・
同
短
期
大

学
部
、
日
本
福
祉
大
学
、
武
蔵

野
美
術
大
学
、
東
北
福
祉
大
学
・

同
大
学
院
、
人
間
総
合
科
学
大

学
・
同
大
学
院
、
奈
良
大
学
、

星
槎
大
学
、
大
阪
芸
術
大
学
短

期
大
学
部
、
産
能
短
期
大
学
、

近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学

●
問

合

先

（
財
）
私
立
大
学
通

信
教
育
協
会

1
０
３
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０

あ
な
た
も
社
交
ダ
ン
ス
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
、
熟
年
者
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
中
尾
第
二
公
民
館
■

●
日
　
　
時

２
月
21
日
、
28
日

の
月
曜
日
・
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
問

合

先

稲
永
宅
1（
６
１
２
）

３
７
１
５

■
中
尾
第
二
公
民
館
■

●
日
　
　
時

２
月
15
日
、
22
日

の
火
曜
日
・
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
問

合

先

長
谷
川
宅
1（
２
４
５
）

２
８
７
８

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
■

●
日
　
　
時

２
月
16
日
、
23
日

の
水
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
、
２
月
19
日
、
26
日
の
土

曜
日
・
午
後
12
時
30
分
〜
２
時

●
問

合

先

宮
崎
宅
1（
６
４
１
）

８
０
８
１

社
交
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会
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古紙配合率100％
再生紙使用発行／福岡県中間市役所〒809‐8501福岡県中間市中間一丁目１番１号　1（244）1111 編集／秘書課広報広聴係

〇日時…３月５日（土）、18日（金）、
24日（木）・午後３時～５時
（前日まで予約受付・受付時
間は月曜日～金曜日の午前９
時～午後５時・定員10人）

〇場所…ハピネスなかま
※５日は河原弁護士、18日は桑
原弁護士、24日は高橋弁護士の
相談です。

〇日時…２月23日（水）、３月９
日（水）・午前10時～午後３時
〇場所…２/23 ハピネスなかま
３/９　市役所地階・第１会議室

〇日時…３月10日（木）・午前10
時～午後４時（受付は３時まで）
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…３月５日（土）、18日（金）・
午後３時～５時
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…毎月第１～４火曜日・
午後１時～２時…市役所１階
社会福祉課、午後２時30分～
４時…ハピネスなかま

※祝日の場合はお問い合わせを。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後４時
〇場所…市役所２階経済振興課
・相談室

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時
〇場所…市役所３階・相談室
※子どもの養育（しつけ、不登
校、いじめ、養育者の問題な
ど）やＤＶ、

ドメスティックバイオレンス

女性に関するあ
らゆる相談を受けます。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時

〇場所…少年相談センター（働く
婦人の家２階）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

社会保険事務所年金相談

補聴器相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭相談

あんない

悩み・いじめ・教育相談

編

室

集

か
ら

▼「
平
成
16
年
度
福
岡
県
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
」の「
広
報
紙
・
市
の
部
」で
、
広

報
な
か
ま
８
月
10
日
号
が
入
選
１
席

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
玩
具
の

博
多
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
特
集
し
た
号
で

す
。
広
報
な
か
ま
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
お
役
に
立
つ
情
報
や
楽
し
い
話

題
を
提
供
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
紙
面
の
読
み
や
す

さ
な
ど
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
き
た
こ

と
が
、
客
観
的
な
評
価
を
受
け
る
の

は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
…
と
い
っ

て
も
ま
だ
特
選
に
は
及
ば
ず
、
一
層

の
が
ん
ば
り
が
必
要
で
す
ね
。
（
智
）

▼
今
日
は
２
月
１
日
、
こ
の
冬
一
番

の
冷
え
込
み
で
家
の
周
囲
は
雪
が
積

も
り
、
出
勤
で
き
ず
に
お
休
み
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
編
集
後
記
は
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
メ
ー
ル
送
信
し
ま

し
た
。
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
私

が
就
任
以
来
、
賞
に
縁
が
な
く
責
任

を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
入
選

１
席
に
輝
き
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

（
彦
）

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料 今回は大胆にも全曲無伴奏に挑戦。トーク＆サック
スの不思議な世界を覗

のぞ

いてみませんか？

12月に出演した
みなさん

ミュージック・スクエア
出演者募集中
日ごろの練習の成果を発
表する絶好の機会です。

なかまハーモニーホールの文化講座“ク
レパス画”の受講生24人の個性豊かな作品
約100点を展示します。
受講生一同、みなさんのご来場お待ちし

ています。 入場無料！
■と　き ２月12日（土）～18日（金）・午

前10時～午後６時（最終日は５時まで）
■ところ なかまハーモニーホール・展示

室／展示ロビー ※水曜は休館

●と　き ２月24日（木）
午後６時30分～

●ところ なかまハーモニーホール・
エントランスホール

●出　演 楠本理規さん（サックス）
ほか

●曲　目 「マツケンサンバII」、
「Ｊｕｐｉｔｅｒ（木星より）」

幕末のころ、伊勢神宮や日光東照宮など3,200キロメートルを旅した上
底井野村（現在の中間市大字上底井野）の商家のおかみさん・小田宅子が
自らの旅を書き綴

つづ

った「東路
あずまじ

日記」。
この旅日記をもとに「姥

うば

ざかり花の旅笠」を刊行した芥川賞作家の田辺
聖子さんをお迎えし、講演会を開催します。
中央公民館の文学講座や歴史民俗資料館の資料展で好評だった小田宅子

についてのお話を聞いてみませんか？

■と　き ３月17日（木）・午後２時開演（１時30分開場）
■ところ なかまハーモニーホール・大ホール

【全席自由】1,000円 ※この公演のチケットは中間市中央公民館でも発売しています。
※15歳未満の入場はご遠慮ください。


